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ここは何処？
（答えは裏表紙に）

耳を澄まさなくても数種類の小鳥のさえずりが自然と聞こえてくる境内。時折車が通り過ぎるが、小鳥
のさえずりは止まない。朱塗りの鳥居は美しく、どことなく宮島の大鳥居を思わせる。鐘楼は昭和48年
に建てられた。鐘には地元45人の名が刻まれている。地域で大切にされているのがよくわかる。
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６月定例会
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着工前の児童館

問　

場
所
が
地
域
会
館
に
適
さ

な
い
と
考
え
る
。
県
の
情
報

で
は
断
層
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
町
は
検
討
し
た
の
か
。

答　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
し
た

が
、
断
層
の
確
認
は
し
て
い

な
い
。

問　

月
京
地
区
が
取
得
し
た
国

有
畦
畔
部
分
が
、
設
計
図
面

に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
。

答　

国
有
畦
畔
が
無
い
と
公
道

に
対
し
て
接
道
が
取
れ
な
い
。

問　

下
水
道
の
接
続
が
合
併
浄

化
槽
で
は
、
二
重
投
資
だ
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

早
期
建
設
は
、
月
京
地
区

総
意
の
強
い
要
望
で
あ
る
。

問　

大
勢
集
ま
る
地
域
会
館
の

合
併
浄
化
槽
が
、
21
人
槽
で

十
分
か
。

答　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準
で
検
討
し
、

延
べ
床
面
積
に
係
数
を
乗
じ

て
21
人
槽
と
な
っ
た
。

問　

台
所
が
狭
い
が
な
ぜ
か
。

ま
た
、
子
ど
も
達
が
よ
く
利

用
し
て
い
た
が
、そ
の
配
慮
は
。

答　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
女
性
か
ら
の
意

見
を
入
れ
た
。
多
く
の
人
に

利
用
し
て
ほ
し
い
。

問　

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
設
備
が

な
い
が
、
費
用
は
。

答　

地
区
と
の
協
議
の
な
か
で

後
日
と
な
っ
た
。
本
体
価
格

の
７
割
は
地
区
、
３
割
と
工

事
は
町
と
な
る
。

問　

鉄
骨
構
造
の
検
討
は
。

答　

木
造
、鉄
骨
、Ｒ
Ｃ（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
）を
検
討
し
た
。

地
区
要
望
の
多
目
的
ホ
ー
ル

を
大
き
く
し
た
た
め
、業
者

と
の
検
討
で
Ｒ
Ｃ
と
し
た
。

問　

町
で
建
設
す
る
地
域
会
館

に
対
し
、要
望
が
あ
っ
た
か
ら

だ
け
で
良
い
と
考
え
る
の
か
。

答　

地
区
要
望
に
応
じ
た
。

問　

入
札
方
法
は
。

答　

一
般
競
争
入
札
と
し
て
、

電
子
入
札
で
行
っ
た
。

問　

西
山
建
設（
株
）の
規
模
は
。

答　

一
級
建
築
士
２
名
、
２
級

建
築
士
２
名
の
技
術
者
が
お

り
、
工
事
、
コ
ン
サ
ル
等
建

設
一
般
で
あ
る
。

問　

建
築
確
認
は
。

答　

３
月
に
お
り
て
い
る
。

・
各
地
域
会
館
建
設
は
、
底
地

は
寄
付
、
建
物
は
地
元
が

⅓
を
出
す
、
そ
う
し
た
前

提
の
も
と
残
り
を
町
が
協
力

す
る
方
法
を
と
っ
て
き
た
。

町
長
が
地
域
会
館
建
設
を
選

挙
対
策
で
行
い
、
ど
の
会
館

を
先
に
し
、
ど
の
会
館
を
後

に
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
示

で
き
な
い
ま
ま
、
議
会
が
容

認
す
る
の
は
よ
く
な
い
。

・
建
築
確
認
が
既
に
お
り
て
い

る
。
建
築
基
準
法
は
適
切
な

場
所
と
判
断
す
る
も
の
だ
。

そ
の
後
、
確
認
し
た
ら
断
層

は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

・
地
区
要
望
の
広
い
多
目
的

ホ
ー
ル
を
先
行
し
て
お
り
、
エ

ア
コ
ン
が
な
い
の
は
仕
方
な
い
。

 
月
京
会
館
新
築
工
事
の
請
負

契
約
を
、
西
山
建
設
︵
株
︶
と

７
千
644
万
円
で
締
結
す
る
た
め

の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
�

 
付
託
さ
れ
た
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
本
会
議
で
も
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
�

月京会館の新築工事

６月定例会は６月３日から13日まで行った。

繰越明許費繰越計算書の報告が２件、事故繰越し繰越計算書の報告が２件、専

決処分の承認が３件、条例廃止が１件、広域連合規約の変更が１件、工事請負

契約の締結が１件、物品購入契約の締結が２件のほか、陳情３件と議員提案の

意見書案１件、決議案１件の審議を行った。

6月定例会

主
な
質
疑

反
対
討
論

賛
成
討
論
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廃止された生沢プール

 
昭
和
50
年
開
設
の
町
立
生
沢

プ
�
ル
︵
教
育
委
員
会
所
管
︶

は
、
数
回
に
わ
た
り
改
修
や
敷

地
上
空
の
高
圧
線
に
よ
る
電
磁

波
の
影
響
調
査
を
行
�
て
き
た
�

 
し
か
し
、
老
朽
化
や
軟
弱
地

盤
に
よ
る
沈
下
、
ま
た
、
敷
地

上
空
の
高
圧
線
に
よ
る
安
全
性

の
課
題
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の

施
設
利
用
を
検
討
し
て
い
た
�

 
今
回
、
災
害
時
の
危
険
性
の

指
摘
な
ど
も
あ
り
、
廃
止
す
る

条
例
が
提
案
さ
れ
た
�

 
付
託
さ
れ
た
福
祉
文
教
常
任

委
員
会
で
は
可
否
同
数
で
委
員

長
採
決
に
よ
り
可
決
し
、
本
会

議
で
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
�

問　

安
全
性
の
確
保
の
た
め
に

早
期
に
廃
止
す
べ
き
だ
っ
た
。

計
画
性
が
な
い
が
。

答　

新
た
な
プ
ー
ル
建
設
の
め

ど
が
つ
い
て
か
ら
廃
止
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
。

問　

利
用
者
へ
の
周
知
は
。

答　

幼
・
小
・
中
学
校
の
学
校

長
が
集
う
経
営
者
会
議
で
２

度
、
休
止
・
廃
止
を
説
明
し

て
、
周
知
を
お
願
い
し
た
。

問　

社
会
教
育
委
員
会
の
答
申

で
は
新
し
い
プ
ー
ル
が
で
き

る
ま
で
は
存
続
す
べ
き
と
の

意
見
で
あ
っ
た
が
。

答　

駐
車
場
な
ど
の
土
地
が
不

適
切
な
管
理
だ
と
の
指
摘
も

あ
り
、
老
朽
化
、
改
修
工
事

費
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
た
。

社
会
教
育
委
員
に
も
廃
止
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

問　

新
た
な
プ
ー
ル
建
設
に
向

け
た
検
討
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
メ
ン
バ
ー
に
町
民
、

関
係
者
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　

８
月
ま
で
に
報
告
書
を
ま

と
め
、
来
年
度
の
予
算
に
間

に
合
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

廃
止
後
の
土
地
の
管
理
、

移
管
換
え
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
、
活
用
の
仕
方
は
。

答　

廃
止
後
は
教
育
財
産
か
ら

普
通
財
産
と
な
る
。
跡
地
利

用
の
検
討
は
町
で
行
う
。

・
休
止
も
廃
止
も
安
全
性
の
問

題
は
変
わ
ら
な
い
。
代
替
地

の
見
通
し
が
つ
い
た
時
点
で

の
廃
止
で
よ
い
。

・
時
期
尚
早
。
月
京
幼
稚
園
の

懸
案
も
あ
る
。
関
係
者
の
理

解
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

・
校
区
の
プ
ー
ル
を
ど
う
す
る

か
な
ど
方
針
が
出
て
か
ら
廃

止
で
も
問
題
は
な
い
。

・
合
理
的
な
答
弁
が
な
く
、
廃

止
後
の
担
保
も
な
い
。
不
明

な
点
が
多
い
。

・
新
プ
ー
ル
建
設
委
員
会
で
10

月
ま
で
に
新
し
い
場
所
、
時

期
、
建
設
費
用
を
検
討
さ
れ

る
。
新
た
な
プ
ー
ル
施
設
の

建
設
に
期
待
す
る
。

・
休
止
で
い
く
な
ら
安
全
管
理

の
予
算
計
上
が
必
要
だ
っ
た
。

昨
年
11
月
の
時
点
で
廃
止
す

べ
き
だ
。
遅
す
ぎ
た
。

・
廃
止
条
例
を
即
刻
や
り
、
10

月
ま
で
と
町
は
答
え
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ま
で
町
民
に
喜

ば
れ
る
よ
う
な
き
ち
ん
と
し

た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
安

心
の
プ
ー
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

①　

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

４
千
410
万
円
で
更
新
す
る
。

14
年
使
用
し
た
車
が
、
近
く

排
気
ガ
ス
規
制
法
で
運
行
禁

止
と
な
る
た
め
。
廃
車
は
開

発
途
上
国
へ
寄
附
す
る
。

②　

第
12
分
団
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
を
806
万
４
千
円

で
購
入
す
る
。
24
年
使
用
し
、

修
理
が
で
き
な
い
た
め
、
同

じ
性
能
の
車
に
更
新
す
る
。

　

山
口
議
員
他
２
名
よ
り
決
議

案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

提
案
理
由
の
説
明
後
の
質
問

で
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
わ
る
８
議
案
を
審
議
し
て

き
た
が
、
大
磯
町
議
会
も
機
関

意
思
決
定
と
し
て
賛
成
し
て
い

る
。
い
ま
な
ぜ
、
決
議
を
提
出

す
る
の
か
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

生沢プールの廃止

主
な
質
疑

決
議
案
の
否
決

反
対
討
論

賛
成
討
論

本会議をＤＶＤで見られます
 平成16年９月より湘南ケーブルネットワーク（ＳＣ
Ｎ）で、本会議の模様を放映しています。その映像を図
書館の貸出用ＤＶＤで、６月定例会より見られるように
なりました。著作権の関係で買取りのため、１セットの
みです。
 ホームページでは、委員会会議録を19年分から掲載
を始めました。傍聴できなくても、どなたでも提出でき
る陳情の審査などの会議録が、いつでも閲覧できます。
 ぜひ、ご利用ください。 ﹁

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
抜
本
的
見
直
し
を

求
め
る
決
議
案
﹂
を
賛

成
少
数
で
否
決

消
防
車
　
２
台
購
入
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賛否結果

議案
番号

議員名（議席順）　

　　　議　案

渡
辺
　
順
子

山
口
　
陽
一

三
澤
　
龍
夫

高
橋
　
英
俊

坂
田
よ
う
子

竹
内
恵
美
子

奥
津
　
勝
子

浅
輪
い
つ
子

清
水
　
弘
子

柴
崎
　
　
茂

山
田
　
喜
一

鈴
木
　
京
子

土
橋
　
秀
雄

結
　
　
　
果

25
専決処分の承認を求めることについて

（大磯町町税条例の一部改正）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

26
専決処分の承認を求めることについて

（大磯町手数料条例の一部改正）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

27
専決処分の承認を求めることについて

（大磯町国民健康保険税条例の一部改正）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 承

認

28 大磯町立プールの設置、管理等に関する条例を廃止する条例 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ 可
決

29 神奈川県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 可
決

30
工事請負契約の締結について

（月京会館新築工事）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

31
物品購入契約の締結について

（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車購入）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

32
物品購入契約の締結について

（第12分団小型動力ポンプ付積載車購入）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

意見書案
第２号 神奈川県最低賃金改定等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

決議案
第２号 後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める決議 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ 否

決

○は賛成　●は反対

◆
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等

に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
代
表
者
は
、
今
原
立
郎

氏
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

神
奈
川
県
連
合
会
西
湘
地
域
連

合
議
長
）
。

　

内
容
は
、
神
奈
川
県
最
低
賃

金
等
の
改
定
を
図
り
、
周
知
徹

底
し
、対
応
を
早
期
に
示
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

を
お
願
い
し
た
い
、
と
い
う
も
の
。

　

意
見
で
「
若
者
の
雇
用
形
態

の
変
化
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
、

重
要
な
課
題
だ
」「
同
一
価
値
労

働
同
一賃
金
で
は
な
い
現
実
を
改

善
し
た
い
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

陳
情
は
採
択
と
な
り
、
提
出

さ
れ
た
意
見
書
案
は
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

◆
県
の
医
療
費
助
成
制
度
見
直

し
に
関
す
る
陳
情

◆
町
有
地
の
一
部
を
緑
地
帯
と

し
て
欲
し
い
事
に
つ
い
て
の

陳
情

　

陳
情
代
表
者
は
、
駿
東
弘
之

氏
（
東
小
磯
）
。

　

内
容
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る

東
小
磯
660
番
１
他
の
宅
地
造
成

工
事
用
地
と
道
路
と
の
間
の
幅

約
１ｍ
の
町
有
地
の一
部
を
、
緑

地
帯
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
お

地
蔵
様
を
こ
の
町
有
地
に
移
転

し
、末
長
く
お
ま
つ
り
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
と
い
う
も
の
。

　

意
見
で
「
住
民
の
方
を
向
い

て
大
磯
行
政
を
進
め
て
ほ
し

い
」
「
町
の
姿
勢
を
示
し
て
、

少
し
で
も
緑
地
帯
を
残
し
、
い

い
街
並
み
を
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

採
択
と
な
っ
た
陳
情

趣
旨
採
択
と
な
っ
た
陳
情

机
上
配
布
と
な
っ
た
陳
情

◆
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」

関
連
予
算
を
、
鳥
獣
捕
殺
で
は

な
く
自
然
林
復
元
と
被
害
防
除

に
使
う
こ
と
等
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
陳
情

　

陳
情
者
は
、
森
山
ま
り
子
氏

（
日
本
熊
森
協
会
会
長
）
。

　

内
容
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
特

措
法
の
関
連
予
算
が
森
の
復
元
、

被
害
防
除
に
優
先
的
に
使
わ
れ

る
こ
と
、
実
施
隊
員
に
公
費
で

銃
を
持
た
せ
な
い
こ
と
、
捕
獲

し
た
鳥
獣
は
人
間
と
の
軋あ

つ
れ
き轢
が

な
い
場
所
に
運
ん
で
放
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
関
係
行
政

庁
に
提
出
を
お
願
い
し
た
い
、

と
い
う
も
の
。

◆
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た

め
、
平
成
21
年
度
の
教
育
予

算
増
額
を
求
め
る
陳
情

◆
平
成
21
年
度
の
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求

め
る
陳
情

◆
個
に
応
じ
た
教
育
を
実
現
す

る
た
め
の
学
級
規
模
の
縮

小
・
弾
力
化
、
30
人
以
下
学

級
実
現
を
求
め
る
陳
情

神奈川県最低賃金改定等を
求める意見書
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山
　
田
　
喜
　
一
　
議
員

問　

大
磯
南
北
幹
線
の
都
市
計
画
と
駅
前
道
路

　
　

歩
道
の
拡
幅
を
決
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

道
路
幹
線
の
都
市
計
画
を
県
と
協
議
す
る
。

　
　

駅
前
道
路
は
安
全
の
た
め
決
断
し
た
い
。

問　

ご
み
処
理
は
ゼ
ロ
・
資
源
化
を
基
本
に
。

答　

ご
み
広
域
化
・
平
塚
へ
臨
み
た
い
。

柴
　
崎
　
　
　
茂
　
議
員

問　

地
方
分
権
は
進
ん
で
い
る
か
。
「
自
ら
の

地
域
の
こ
と
は
自
ら
の
意
志
で
決
定
し
、

そ
の
財
源
・
権
限
と
責
任
も
自
ら
が
持

つ
」
と
し
て
い
る
。
町
と
し
て
各
方
面
に

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

答　

地
方
分
権
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鈴
　
木
　
京
　
子
　
議
員

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を
問
う
。

答　

医
療
費
の
伸
び
が
著
し
い
状
況
の
な
か
、

国
民
皆
保
険
の
維
持
の
た
め
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

町
民
の
不
安
や
意
見
を
届
け
な
い
か
。

答　

私
な
り
に
集
約
し
た
い
。
国
で
討
議
中
だ
。

坂
　
田
　
よ
う
子
　
議
員

問　

今
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
大
磯
港
再
整
備
は
。

答　

自
転
車
・
歩
行
者
通
路
の
工
事
を
予
定
。

問　

子
ど
も
達
を
巡
る
政
策
の
強
化
に
向
け
、

（
仮
）
子
ど
も
育
成
課
の
設
置
を
。

答　

来
年
の
機
構
改
革
の
重
点
事
項
と
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

想
定
さ
れ
る
大
災
害
に
対
応

す
べ
く
、
よ
り
実
践
的
総
合
防
災
訓
練
を
。

渡
　
辺
　
順
　
子
　
議
員

問　

ご
み
処
理
広
域
化
の
厨
芥
類
資
源
化
は
、

日
量
111
ト
ン
の
生
ご
み
の
う
ち
の
10
％
を

メ
タ
ン
発
酵
す
る
だ
け
で
資
源
化
な
の
か
。

　
　

施
設
建
設
に
13
億
８
千
万
円
も
か
か
る
が
、

収
集
方
法
を
変
更
す
れ
ば
８
億
円
は
削
減

で
き
る
は
ず
。
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

無
駄
な
支
出
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

山
　
口
　
陽
　
一
　
議
員

問　

大
磯
駅
の
ホ
ー
ム
側
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
も
「
上
り
」
に

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
の
数
に
よ
っ
て

午
前
と
午
後
の
運
行
方
向
の
切
り
替
え
を

し
て
ほ
し
い
。

答　

大
磯
駅
に
も
上
下
の
切
り
替
え
を
す
る
よ

う
に
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

浅
　
輪
　
い
つ
子
　
議
員

問　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
解
体
時
の
町
民
の

安
全
安
心
を
守
る
町
の
手
立
て
は
。

答　

秦
野
市
の
要
綱
参
考
に
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

問　

ご
み
焼
却
・
ガ
ス
化
溶
融
炉
の
問
題
点
は
。

答　

1300
度
以
上
で
高
温
処
理
し
高
度
な
技
術
を

要
し
維
持
費
高
騰
や
事
故
例
が
あ
る
の
で

選
定
時
の
考
慮
を
平
塚
市
へ
お
願
い
す
る
。

三
　
澤
　
龍
　
夫
　
議
員

問　

東
海
道
線
沿
い
石
積
擁
壁
の
安
全
性
を
予

備
費
で
調
査
す
る
、
そ
の
緊
急
性
は
。

答　

議
会
の
決
議
を
受
け
て
、
安
全
安
心
の
観

点
か
ら
急
い
で
行
う
。

問　

安
全
が
確
認
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答　

た
と
え
安
全
で
あ
っ
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
と
連
動
し
、
取
り
壊
し
拡
幅
す
る
。

竹
　
内
　
恵
美
子
　
議
員

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
国
府
地
区
へ
の

期
日
前
投
票
所
の
設
置
は
。

答　

前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
は
。

答　

今
後
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
町
と
Ｊ
Ａ

と
の
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
。
本
格
的
な

直
売
所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

清
　
水
　
弘
　
子
　
議
員

問　

万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
の
整
備
活
用
に
お
い

て
、
借
地
料
や
期
間
に
つ
い
て
の
根
拠
は
。

答　

ま
だ
私
の
方
か
ら
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
協
議
を
し
て
い
く
。

問　

学
校
法
人
「
国
際
学
園
」
が
事
業
計
画
を

履
行
し
な
い
場
合
、
期
間
中
の
見
直
し
は
。

答　

提
案
を
選
定
。
着
実
に
実
行
し
て
い
く
。

奥
　
津
　
勝
　
子
　
議
員

問　

小
・
中
学
校
へ
の
図
書
購
入
費
と
、
学
校

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
標
設
定
は
。

答　

積
極
的
に
図
書
充
実
に
努
め
る
。
目
標
は

2010
年
50
人
と
し
た
が
、
既
に
97
人
。

　
　

自
主
的
な
判
断
と
、
で
き
る
範
囲
で
。

問　

環
境
保
全
の
里
山
保
全
へ
の
取
組
み
は
。

答　

協
働
に
よ
る
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
。

　
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
　 

般
　 

質
　 

問

　

３
議
会
に
わ
た
り
、
要
約
文
別
冊
を
本
庁
舎
・
支
所
に
用

意
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
よ
り
簡
潔
な
掲
載
に
し

ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
）
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

（
図
書
館
貸
出
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
【
文
責
は
本
人
】
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平
成
19
年
度

科　目 内　　　　　　　容

①調査旅費及び
　研修費

会派及び議員の行う調査研究活動のために
必要な先進地調査又は現地調査に要する経
費及び研究会、研修会を開催するために必
要な経費又は他の団体の開催する研究会、
研修会に参加するために要する経費
（旅費、車両借上、通行料、駐車料、保険
料、研修会参加負担金・会費、研修会会場
費、研修会講師謝金等）

②資料作成及び
　購入費

会派及び議員の行う調査研究活動のために
必要な資料の作成に要する経費及び調査研
究活動のために必要な図書・資料等の購入
に要する経費
（印刷製本代、筆耕・翻訳料、新聞・雑誌
購読料、資料購入代等）

③広報費 会派及び議員の行う調査研究活動、議会活
動及び町の政策等について、住民に報告及
び周知するために要する経費
（広報紙発行費、報告書印刷費等）

④事務費 会派及び議員が行う調査研究に係る事務遂
行に必要な経費
（消耗品、通信運搬費等）

⑤その他の経費 上記以外の経費で会派及び議員の行う調査
研究活動に必要な経費

備考：調査研究費は、交際費的経費、党費及び政党に
　　　関する講演会経費に支出することはできない。

使途基準

政
務
調
査
費
の
収
支
報
告

 
政
務
調
査
費
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
市
区
町
村
議
会
の
問
題
の
み
な

ら
ず
、
都
道
府
県
議
会
で
も
テ
レ
ビ
放

映
等
で
話
題
に
な
�
て
い
ま
す
�

 
大
磯
町
議
会
は
、
議
員
改
選
前
の
本

会
議
で
６
万
円
増
額
す
る
こ
と
を
決
め
、

19
年
度
か
ら
年
間
18
万
円
と
し
ま
し
た
�

 
す
で
に
平
成
19
年
度
の
収
支
報
告
は

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
町
民
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
今
回
、
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
�

 
情
報
公
開
の
請
求
を
い
た
だ
く
と
、

今
回
の
収
支
報
告
の
基
に
な
る
一
円
以

上
の
全
て
の
領
収
書
を
閲
覧
で
き
ま
す
�

政務調査費額の近隣市町一覧
（年額　単位：万円／人）

　 平成１９年度

大磯町 １８　　　　

葉山町 ２４　　　　

二宮町    ９（約７）

寒川町 ２４（約10）

平塚市 ６０（約14）

（　）は別途委員会視察費（予算）がある。

特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集特 集
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平成１９年度政務調査費支出内訳
議員氏名 交付額 

（該当月）

支　　　　出　　　　額
収支差引額 
（返還額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

浅輪いつ子 180,000 109,160 74,005 　 1,843 185,008 0
①旅費（上勝町ほか）
ほか②新聞・雑誌購読
料ほか④消耗品費

奥津　勝子 180,000 103,910 72,600 　 7,655 184,165 0
①旅費（栗山町ほか）
ほか②新聞・雑誌購読
料ほか④消耗品費

坂田よう子 180,000 2,470 3,660 172,879 　 179,009 991
①旅費(渋谷区） 
②新聞・雑誌購読料 
③広報紙発行費ほか

柴崎　  茂 180,000 47,929 14,890 134,190 　 197,009 0
①旅費(関内ほか） 
②資料購入代　　　 
③広報紙発行費

清水　弘子 180,000 100,710 79,670 　 　 180,380 0
①旅費（弘前市ほか）
②新聞・雑誌購読料ほ
か

鈴木　京子 180,000 2,470 80,500 54,000 　 136,970 43,030
①旅費（渋谷区）
②新聞・雑誌購読料ほ
か　③広報紙発行費

高橋　英俊 180,000 56,240 5,285 　 　 61,525 118,475
①旅費（栗山町ほか）
②新聞・雑誌購読料ほ
か

竹内恵美子 180,000 　 　 185,672 　 185,672 0 ③広報紙発行費

土橋　秀雄 180,000 55,390 53,330 51,969 2,644 163,333 16,667
①旅費（上勝町ほか）　
②新聞・雑誌購読料ほか
③消耗品費　④消耗品費

三澤　龍夫 120,000
（8〜3月分）

　 15,500 　 　 15,500 104,500 ②新聞・雑誌購読料

百瀬恵美子 180,000 56,000 60,195 　 2,142 118,337 61,663
①旅費(栗山町ほか）　
②新聞・雑誌購読料ほ
か④消耗品費

山口　陽一 180,000 　 　 228,551 　 228,551 0 ③広報紙発行費

山田　喜一 180,000 43,000 51,620 98,437 　 193,057 0
①旅費（上勝町ほか）
ほか②新聞・雑誌購読
料③広報紙発行費

渡辺　順子 180,000 115,310 89,240 　 　 204,550 0
①旅費（上勝町ほか）
ほか②新聞・雑誌購読
料ほか

大坂　聖子 60,000
（4〜7月分）

　 6,460 　 　 6,460 53,540 ②新聞・雑誌購読料ほ
か

熊木　  博 60,000
（4〜7月分）

74,030 10,701 　 　 84,731 0
①旅費(豊後高田市ほ
か）ほか②新聞・雑誌
購読料

柴山　賢一 60,000
（4〜7月分）

　 2,755 　 　 2,755 57,245 ②新聞・雑誌購読料

高橋　正克 60,000
（4〜7月分）

　 　 　 　 0 60,000 　

１．掲載は50音順です。
２．平成19年度は議員選挙がありましたので交付額は60,000円、120,000円、180,000円となっています。

（単位：円）
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▲５月１２日 福祉文教常任委員会
 月京幼稚園移転計画の報告を受ける。

▲６月２５日 総務建設常任委員会
 万台こゆるぎの森の整備活用事業者選定過程と活
 用内容の調査。

▲７月１１日 議員研修
 議会運営委員会で検討中の議会改革について湯河
 原町議会を視察。

▲５月１６日 総務建設常任委員会
 旧島崎藤村邸の周辺整備のため現地視察。

万台こゆるぎの森

　

毎
日
、
暑
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
編
集
委
員
と
な
り

１
年
間
（
５
回
発
行
）
、
誰
に

で
も
気
軽
に
読
ん
で
も
ら
え
る

「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
の
た
め

大
幅
な
紙
面
の
変
更
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
試
み
は
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
当
日
の

生
中
継
・
再
放
送
以
外
に
図
書

館
の
貸
出
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
で
は
、
よ
り
良
い

紙
面
づ
く
り
の
た
め
、
試
行
錯

誤
が
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
長　
　

柴　

崎　
　
　

茂

副
委
員
長　
　

浅　

輪　

い
つ
子

委　
　

員　
　

高　

橋　

英　

俊

　
　
　
　
　
　

竹　

内　

恵
美
子

　
　
　
　
　
　

清　

水　

弘　

子

　
　
　
　
　
　

土　

橋　

秀　

雄

議　
　

長　
　

百　

瀬　

恵
美
子

副
議
長　
　

渡　

辺　

順　

子

池
之
神
社（
黒
岩
）

※
表
紙
の
題
字
﹃
大
磯
﹄
は
大

磯
中
学
校
の
正
門
に
あ
る
吉
田

茂
氏
筆
の
門
標
よ
り

　

当
日
、
４
階
議
会
事
務
局
で

受
け
付
け
後
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
９月 10 日　全会計説明

 12 日　総務関係

 16 日　建設関係

 17 日　福祉関係

 19 日　文教関係

決算特別委員会（予定） ９月定例会
９月 2 日　本会議（議案上程等）

 8 日　本会議（一般質問）

 9 日　本会議（一般質問等）

 26 日　本会議（委員長報告等）

※　ＳＣＮにて放映されます。

皆

さ

ん

で

議
会
傍
聴
を


